
※回答数　95団体

◆日本語教室の概要について

問１ 主催団体

問２　国籍別学習者数

総数 3,739人

（内訳） 1,648人 44.1%

504人 13.5%

345人 9.2%

90人 2.4%

58人 1.6%

159人 4.3%

21人 0.6%

121人 3.2%

82人 2.2%

164人 4.4%

547人 14.6%

問３　スタッフ数

日本語指導スタッフ 1,548人

（内訳） 178人 11.5%

72人 4.7%

663人 42.8%

635人 41.0%（不明）

インドネシア

その他

日本語教育に関する専門講座を修了した者

日本語教育能力検定試験に合格した者

その他

ブラジル

ネパール

ペルー

タイ

台湾

令和３年度外国人住民の日本語学習に関する調査（日本語教室）

中国

ベトナム

フィリピン

韓国

①市町村

11
11%

②国際交流協会

15
15%

③民間団体・ボランティアグループ

64
66%

⑤NPO団体

5
5%

⑥その他

3
3%

※複数の団体で主催している教室があるため、合計は教室数と一致しない。



◆日本語教室の運営について

問４　日本語教育を設置した目的（複数回答可）

問５　運営資金確保の方法（複数回答可）

問６　活動資金の支出（複数回答可）

87

40

62

18

5

7

0 20 40 60 80

日本語学習支援

外国人支援（全般）

交流、多文化共生

生活支援

就業支援

その他

30

41

8

15

28

10

18

0 10 20 30 40

学習者の参加費

支援者の会費

イベント参観などによる収益金

自治体等が運営費の全額を負担

自治体等が運営費の一部を負担

外部団体、企業からの助成金

その他

11

33

79

15

68

72

26

1

11

11

7

0 20 40 60 80

人件費・報償費

交流会・親睦会費

教材・書籍代等

交通費等

雑費、消耗品等

印刷・コピー代

施設利用料

光熱費

会費

繰越金

その他



◆活動内容について

問７ 日本語学習について、特に重視して取り組んでいるもの（１つのみ回答）

問８ 教室には、修了（卒業）の基準

◆教室の実施体制と日本語指導スタッフのスキルアップ等について

問９ 現在の日本語指導スタッフの充足状況について（１つのみ回答）

46

12

3

5

25

4

0 10 20 30 40 50

日本語の日常会話中心

日本語の読み書き中心

（文字、文章、作文）

日本語の文法中心

日本語能力試験対策

（N1・N2・N3・N4・N5）

生活に必要な日本語

年少者への日本語指導

89

2

3

0 20 40 60 80 100

ない。学習者が希望する限り、

期間を定めず受講できる。

受講期間を定めている。

一定の修了基準に基づいて、

卒業としている。

29

14

40

10

0 10 20 30 40

スタッフの人数は十分に足りている

人数は足りているが、高いスキルや

十分な経験を持つスタッフが

不足している

人数が不足しているので、希望者が

いれば積極的に受け入れたい

その他



問１０ 日本語指導スタッフのスキルアップのために有益と思われるもの（１つのみ回答）

問１１ 日本語指導スタッフを対象とした研修について特に必要と考えられること（３つまで回答）

問１２ 日本語指導スタッフに求める能力や姿勢などについて、重要もの（３つまで回答）

36

33

6

10

8

0 10 20 30 40

スタッフ研修用の教材、マニュアル

行政又は国際交流協会主催の研修

他団体等（他日本語教室、大学、

日本語学校、専門家等）

からの支援・協力

他団体等（他日本語教室、大学、

日本語学校、専門家等）との連携

その他

58

75

48

34

9

6

0 20 40 60 80

日本語指導スタッフとしての

役割や心構えについて

日本語の指導スキル・知識の向上

日本語教材等の紹介、活用方法

異文化理解、外国人に関する

制度や法律について（在留資格等）

他の日本語教室の見学

その他

4

31

49

8

80

62

9

0 20 40 60 80

日本語教師の資格

日本語を教えた経験の豊富さ

外国人や多文化共生についての知識

日本語以外の語学力

外国人と信頼関係を築ける

熱心さ

その他



問１３ 日本語指導スタッフになるための要件

≪住まい≫

問１４ 使用している教材について・ＩＣＴ教材の活用について（複数回答可）

問１５ 教室の運営などで、困っていること（３つまで回答）

≪研修≫（複数可）

日本語教室のある

市町村の住民, 10

不問, 75

その他, 7

教室のある市町村国際交流協会が

主催する養成講座を受講した者, 5

上記以外の養成講座を受講した者, 5

不問, 70
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77

38

29

15

3

16

0 20 40 60 80 100

市販の外国人向け日本語教本

その他市販の書籍

貴教室で作成した独自教材

貴教室以外で作成した独自教材

文化庁作成「つながる ひろがる

にほんごでのくらし」（ＩＣＴ教材）

その他

13

30

4

8

36

17

37

17

13

0 10 20 30 40

教室の場所の確保が難しい

日本語指導スタッフが不足している

日本語指導スタッフが長続きしない

教材が不足している

学習者が長続きしない

学習者が増えない・募集方法が分からない

学習者数の増減への対応が困難

その他

特に困ることはない



◆今後について

問１６　今後の教室の目標（３つまで回答）

問１７　今後、日本語教室が担っていく役割で重要と思われるもの

《一番重要と思われるもの》

《二番目に重要と思われるもの》

38

48

13

34

23

19

5

17

12

0 10 20 30 40 50

学習者を増やしたい

学習者の会話能力をアップさせたい

日本語能力試験の合格者を増やしたい

学習者の地域での交流をもっと促したい

支援者をもっと増やしたい

支援者の研修の機会を増やしたい

学習機会が増えるように教室の数を増やしたい

現状維持

その他

69

18

5

0 20 40 60

外国人の学習を支援する役割

日本人と外国人、または

外国人同士の相互理解を促す役割

外国人と地域コミュニティ

（自治会、PTAなど）をつなぐ枠割

17

55

15

0 20 40 60

外国人の学習を支援する役割

日本人と外国人、または

外国人同士の相互理解を促す役割

外国人と地域コミュニティ

（自治会、PTAなど）をつなぐ枠割



問１8　今後、企業から研修生の受け入れを頼まれた場合について

問１９　今後、地域の日本語教室について行政に期待すること（３つまで回答）

受入れる

62
67%

受け入れ不可能

31
33%

受け入れる:62 61 61

無条件で受け入れ可能 17 27.9%

テキスト代・会場費などの

財政的な支援があれば受け入れる

 3人以内なら可能 12 19.7%

その他 28 45.9%

8.2%5

受け入れ不可能:31 33 33

ボランティアが不足 11 33.3%

受け入れ企業で、考えてほしい 11 33.3%

その他 9 27.3%

50

20

31

28

45

15

9

0 10 20 30 40 50

日本語指導スタッフの養成や

研修の充実

日本語指導教材の配布

教室の広報・ＰＲ

体系的に日本語を学ぶ仕組みづくり

日本語教室の運営や講座内容を

充実させるための支援

他団体（他日本語教室や外国人を

雇用する企業等を含む）との

連携の橋渡し（コーディネート）

その他


